
weblleの概要と導入の流れ 
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weblleについて�

weblleはconcrete5というCMS(コンテンツマネジメントシステム)をベースに	

作成したLP(ランディングページ)を簡易的に作成できるパッケージになります。	

世界一有名なCMSにWordpressというシステムがあります。	

こちらは主にブログを作ることを目的にしているCMSになります。	

concrete5はサイトそのものを作ることを目的にしているCMSになります。	

	

weblleはconcrete5を使用して作られているので、Wordpressに比べて非常に柔軟にサイトを

作ることができます。	

例えばWordpressは管理画面から編集・追加できるページは、サイト制作者が設定した場所

しか行えませんが、weblleは自由にサイトのページを追加することができます。	

Wordpress	 weblle	
得意な分野 ブログの作成	 サイトの作成	

ページの追加	 特定のディレクトリ	 自由	

編集できる範囲	 投稿の範囲内のみ	 表示されている場所	

フォームの作成	 PHPの知識が必要	 知識が無くても作成可能	
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weblleのブロックとは�

WordpressはHTML・CSS・PHPを記述してサイトの構築を行います。	

そして管理画面からブログの記事を追加してサイトを編集します。	

それに対してweblleはソースコードを書く必要はありません。	

また、編集についてもブログの記事のみの特定の範囲ではなく全ての箇所を行えます。	

	

weblleには他のCMSには無いブロックという概念があります。	

その色々な種類のブロックを追加して、サイトを作成していきます。	

またブロックの追加もドラッグ&ドロップで簡単に配置できます。	

ブロックの追加	

ブロック	

ブロック	

ブロック	

ブロック	

サイト	
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weblleの公開までの流れ�

申込みをお送りいただければこちらでweblleをインストールします。	

最初にドメインのDNS情報をお送りいただくか、こちらでドメインを取得します。	

そちらの情報を確認後インストール作業を行います。	

weblleをインストール後、必要な環境設定を行います。	

環境設定後にログインURLとIDとパスワードをお渡しします。	

	

ログインをすると上部の管理バーが表示されています。	

新規にページを追加してブロックを編集してページを作成します。	

	

この作業が終了した後に公開をすると実際にページを表示することができます。	
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weblleとスマートLPOの比較 

5	



WeblleとスマートLPOの違い�
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weblle	 スマートLPO	

下層ページ	 あり 
(ページが追加でき、リンクが貼れる)	

ポップアップで表示のみ 
(下層ページなし)	

グローバルナビ	 あり	 なし	

ブログ機能	 あり	 なし	

ページのカラム	 1カラムと2カラムがある	 1カラムのみ	

ブロックの複製	 クリップボードにコピー クリップボードにコピー	

共通のブロック	 スタックの機能	 スタックの機能	

グローバルエリア	 あり	 なし	

色の変更	 サイト全体または 
ページ単位で変更できる。	

個別に変更する	


